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▲�選手のパワーと競技のおもしろさを体験

▲�皆さんのご利用をお待ちしています

き
こ
り
バ
ス
が
お
目
見
え

　

昨
年
３
月
か
ら
一
部
再
開
し
て
い

る
宿
泊
体
験
館
き
こ
り
に
鮮
や
か
な

緑
色
が
目
印
の
新
型
バ
ス
が
入
り
ま

し
た
。
車
体
の
側
面
に
は
、「
き
こ

り
」
の
文
字
や
あ
い
の
沢
な
ど
が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
バ
ス

は
、
仮
設
住
宅
等
か
ら
無
料
送
迎
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

き
こ
り
利
用
案
内

利
用
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

定
休
日　

毎
週
火
曜
日

♨ 

当
面
の
間
、
村
民
の
み
利
用
可
。

♨ 

入
浴
・
岩
盤
浴
・
集
会
施
設
が

無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

※
宿
泊
は
出
来
ま
せ
ん
。

読
書
メ
ッ
セ
ー
ジ
審
査
結
果

（
敬
称
略
）

「今、やるべきことに夢中になっ
てほしい。」「今、興味のあるこ
とを全力でやる。」これが大切。
いつ、何が起こるか誰にも分か
らない。だから今を精一杯生き
ることが大切。そして、友達を
大切にして欲しい。

福島県車椅子バスケットボール連盟
村山��涼選手 （深谷）

最
優
秀
賞

「
ア
ナ
タ
へ
の
手
紙
」

細
杉
れ
い
み
（
飯
舘
中
１
年
）

優
秀
賞

「
三
日
間
の
幸
福
」

佐
藤
安
美
（
飯
舘
中
２
年
）

「
そ
う
だ
、
葉
っ
ぱ
を
売
ろ
う
！
」

伊
藤
稜
人
（
相
農
飯
舘
校
３
年
）

「
小
学
生
の
ボ
ク
は
、
鬼
の
よ
う
な
お
母

さ
ん
に
ナ
ス
ビ
を
売
ら
さ
れ
ま
し
た
。」

友
田
美
代
子
（
一
般
）

Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
賞

「
君
の
膵
臓
を
食
べ
た
い
」

伏
見　

渚
（
飯
舘
中
３
年
）

「
恋
心
」

今
野
愛
梨
（
飯
舘
中
２
年
）

「
永
遠
に
語
り
継
ぎ
た
い
３・
１
１
の

素
敵
な
話
」

菅
野
千
那
（
相
農
飯
舘
校
２
年
）

「
い
の
ち
を
い
た
だ
く
」

菅
野
彩
七
（
相
農
飯
舘
校
２
年
）

「
山
月
記
」

泉
田
達
生
（
一
般
）

　

１
月
11
日
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
と
福
島
民
報
社
主
催
の

「
ア
ス
リ
ー
ト
・
ビ
ジ
ッ
ト
in
福
島
」

が
飯
舘
中
学
校
仮
設
体
育
館
で
開
か

れ
、
全
校
生
88
人
が
車
椅
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
女
子
日
本
代
表
の
北

田
千
尋
選
手
や
村
出
身
の
村
山
涼
選

手
ら
７
人
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

生
徒
は
、
競
技
用
車
椅
子
の
特
徴
や

競
技
ル
ー
ル
を
学
び
、
シ
ュ
ー
ト
練

習
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

体
験
し
た
生
徒
は
「
手
だ
け
で

シ
ュ
ー
ト
す
る
の
が
難
し
い
」「
車

椅
子
バ
ス
ケ
を
応
援
し
て
い
き
た

い
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　家族への愛、感謝と謝罪
の気持ち、そして思い出、
全部が手紙という形になり、
ぎっしりとつまっています。
　親、これから大人になっ
ていく子どもたち、みんな
に読んで欲しい、ぬくもり
を感じる温かい本です。

（読書メッセージより）
細杉れいみさん
（飯舘中１年）

車椅子
バスケ
体験

　

村
教
育
委
員
会
は
、
自
分
の

好
き
な
本
を
推
薦
す
る
第
17
回

読
書
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
、
応
募
総
数
１
５
２

通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
最
優
秀
賞
に
は
、
細

杉
れ
い
み
さ
ん
（
飯
舘
中
１
年
）

が
書
い
た
「
ア
ナ
タ
へ
の
手
紙
」

の
読
書
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

村
で
は
、
下
記
の
推
薦
図
書

を
は
じ
め
、
移
動
図
書
館
こ
あ

ら
号
で
本
の
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

読んで欲しい、この１冊。

先輩として後輩に伝えたいこと


